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＜令和７年度 特色ある主な取組＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教職員・学校経営協議会委員・学校医・学校薬剤師・主任児童委員・民生委員児童委員＞ 
※幹主幹教諭  任主任教諭  ○：学年主任・専科主任                                       令和７年４月１日現在 

 

          学校経営協議会委員（敬称略） 

 

学校医・学校薬剤師（敬称略） 

 

主任児童委員・民生委員児童委員（敬称略） 

 

  
 

 

＜アクセス等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔アクセス〕西武多摩湖線  一橋学園駅下車 徒歩１５分 

にじバス  バス停「四小通り」下車 徒歩１０分 

 

 

 

 

小平市立小平第十小学校 
今年は 昭和１００年 十小は開校60 年 

」 

令和７年度 学校案内 
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〔取組１〕通年を通して開校６０周年を踏まえた教育活動を展開します 
□令和８年１月２４日（土曜日）に開校記念式典及び祝賀会を実施します。 
□「これからの十小、これからのふるさと」をこどもたちが考え・実践するなど、「ふるさと地域」をキーワードにした活動
を他教科等と関連させたり創出したりします。 

〔取組２〕授業間の休み時間を５分間から「１０分間」にします 
□児童と教員のゆとりを創出するとともに、次の学習準備や水分補給やトイレの時間、教室移動、体育着への着替え等
の十分な時間を確保します。 

〔取組３〕児童も教職員も多様な人間関係など、「かかわる力」を育て、高める機会を創ります 
□他者・自分・もの・こと・地域・公共（公園、施設）、安全（道路・通学路の歩き方等）などとよりよくかかわるためにどの 
ようにしたらよいかを考えたり、実践したりする時間「かかわりタイム」を設定します。 
□本校の特色ある取組として長く行ってきた「異学年きょうだい学年等の取組」や「なかよし班活動」をより活性化する
ために教室配置を「きょうだい学年」で配置します。 

□異学年で構成する「なかよし班」での遠足を市内公園等で実施し、思いっきりかかわり、遊ぶ時間を確保します。 
□一昨年度、新たに始めた６年生の「職場体験」をはじめ、全学年でさらなる地域の教育資源を活用した学習、地域の 
皆様、保護者の皆様、官・民の事業所様等とのコラボ―レーション授業を展開します。 

〔取組４〕近年の気象傾向を踏まえ、11 月 1 日に運動会を実施します 
□春、夏、秋の猛暑・酷暑傾向を踏まえ、運動会を１１月に実施します。また、３学期の２月に展覧会を実施します。 市の
稼働基準に基づきながら体育館内空調を適切に稼働させます。 

〔取組５〕「交換授業」や「教科担任制」に全学年で挑戦します 
□新たに東京都教育委員会の指定を受け、高学年では体育科の専科教員を迎え、東京都教育委員会のガイドライン
に基づきながら「教科担任制」を進めていきます。体育科の専科教員は中学校籍の教員です。小・中の滑らかな接続
を踏まえた指導の工夫を図っていきます。また、低学年、中学年においても、引き続き一部の教科等で、交換授業や教
科担任制に取組み、一人のこどもを「オール学年、チーム学年」で育てます。 

〔取組６〕教職員の資質向上や児童理解ファーストを促進するとともに、変化に強く、丁寧で謙虚な対応を進める組織をつくります 
□毎日時間を確保して、こどもたちの成長に関する情報交換等を学年・専科と連携して行います。 
□東京都教職員研修センターで実施する通所研修に全教員が申し込み、研鑽を積み、こどもたちに即還元します。 
□こどもを大切に育てる教職員の志・行動を一緒にする、本校独自のキャンペーン「こだいら十小 あったか先生」（学校 
案内表紙下）を進めます。 

〔取組７〕本校が地域のキーステーション、地域のよりどころとなれるような挑戦をします 
□学校図書館や中庭等の活用方法を学校経営協議会などで検討し、試行します。 

学校づくりの合言葉は こどもも おとなも かかわる力 

 

 
昭和４０年の校舎（十周年記念誌より） 
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